
･

1

J

議
業
者
六
一
(
号

/

昏

立

三

顧

海

嶺

病

駄

建

薫

儲

進

旺

サ

S

て

′

●

声

望

遠

海

哀

痛

乾

草

費

妃

閑

し

如

放

棄

文

の

.

適

少

儀

借

着

せ

轟

出

′

＼

＼健

必

葦

-

-

-

-

る

も

P

i

J

す

る

･

ノ

ー

＼

暗

和

三

十

五

年

九

凡

二

十

f

甲

浸

､

出

/

す
る
等
こ
れ
%
'
t

l

　

　

　

　

　

　

　

/

主

　

新

一

町

　

j

q

　

故

　

省

　

雅

ー

己

.

I

瑠
和
子
さ
す
九
盈
寸
言
凍
専
可
懐

三
周
町
観
息
最
長

匪
監
賢
を
ケ

■

-

′

　

1

J

/

＼

叫

J
=
.
.
-
[
･



長長､

加坂

藤出.

幸準
大

船了己L-

◆　　ヽ

▲

TL /･l｢,

群

三

　

r

新

　

町

-

蔀
]
三
朝
町
義
金
義

･
国
立
l
l
]
朝
荘
泉
病
院
建
設
促
進
に
開
凍
る
件
　
　
　
　
,
.

儀
者
国
立
三
朝
療
養
所
を
拡
大
改
蔽
し
て
国
璽
蕗
智
温
泉
病
院
を
建
設
す
L
f
q
計
画
が
附
も
l
の
故
事
の
適
少
建
菓
申

薄
さ
打
て
S
る
と
こ
ろ
で
あ
か
ま
す
が
r
こ
の
熊
野
は
附
撃
苗
理
由
に
よ
っ
て
真
紅
時
d
S
希
･
姓
を
得
た
企
画
で

あ
わ
ま
す
?
,
地
元
三
朝
町
と
し
て
か
ね
て
よ
J
S
h
為
掌
中
の
問
題
で
あ
か
ま
し
て
町
長
響
け
て
賛
同
す
る
†
の
で
あ
少

竜
す
O
j
っ
て
本
町
養
魚
の
決
憩
を
轟
て
国
婁
王
朝
温
泉
帝
展
連
歌
¢
早
瀬
集
溌
絶
つ
S
て
責
義
q
樽
珊
故
事
給
養

と
御
尽
力
を
細
身
甘
す
A
t
･
P
海
兵
病
棟
設
思
惑
意
義
を
添
え
練
惰
S
た
し
ま
す
｡

附

　

怒

.

　

＼

r
教
範
〇
枚
要

ュ
施
諌
め
改
称～

之
温
点
東
棟
新
欝
･

さ
せ
容
患
者
数
)

4
利
用
対
象
無
職
貴
人
ロ

ト
建
役
者
費

/

　

I

序
文
三
朝
海
兵
癖
耗

鉄
筋
三
好
塵
桂
瀬
糧
五
'
九
二
平
溝
兼

∫
_
濃
泉
対
象
鼻
着
　
〓
〓
庶
r

t
其
¢
他
　
I
′
　
　
　
二
三
九
庶

･
イ
濃
.
泉
対
象
　
中
申
　
達
轟
＼
こ
'
こ
0
0
万
人

甘
糞
○
艶
l
鐘
　
鳥
有
集
中
轟
外
　
こ
0
万
人

一
二
三
､
六
<
<
､
-
0
0
0
円

I

.

す

.

鞠

.



】､ ;-.二/･~~1 I) -L｢†■こ`∴†L ｢

叢
本　革　県

･~出

∵　省　金一

､先
隅､内　院

＼

俵　俵　儀

大　森　知

定　出一事
ヽ　　　　　　　､ ヽ

次　身　部

J

I

rノ

.

L

J

･

J

　

　

■

.

t

.

.

リ

ィ

.

　

j

1

､

.

.

I

l
r
改
磁
托
餐
何
す
る
毒
虫

1
諌
昏
要
義
療
養
所
空
音
濃
舟
○
繋
取
乱
打
あ
る
は
ま
も
東
急
鴬
幹
¢
鑓
♯
書
何
療
養
巌
で
ぁ
各
が
､
白
虎

ノ
傑
兼
好
息
弗
建
地
と
し
て
望
議
漫
長
府
土
地
所
望
等
戦
し
い
良
立
並
集
轟
畿
化
し
て
轟
符
釣
な
好
軟
便
弥

㌧
兼
改
組
書
峯
ち
と
と
は
食
町
最
.
由
か
R
･
や
か
J
h
/
9
満
集
で
あ
る
.
　
′
､

-
三
朝
轟
兵
接
せ
界
鹿
瀬
○
'
セ
サ
ム
海
兵
で
有
壇
で
も
身
許
泉
の
*
出
量
も
景
嘗
f
J
他
や
ま
錬
錬
欝
で
具
え
ら

れ
恵
S
海
兵
が
貴
書
は
さ
捻
出
尭
訂
特
性
を
保
持
し
て
い
る
.

･
ユ
ニ
軌
海
泉
は
俄
遭
沿
集
か
ら
六
キ
B
の
近
庶
農
で
あ
や
そ
あ
滞
近
代
肘
挿
集
メ
r
t
(
走
路
も
完
成
さ
れ
､
近
喪
中

田
地
卦
の
点
者
虻
と
n
て
東
通
も
駁
封
で
あ
る
T
=
.
山
艶
水
餅
の
塊
で
あ
る
.

i
国
民
生
活
の
向
上
に
つ
れ
て
山
鹿
頑
病
把
も
決
ー
過
食
湛
泉
利
用
O
要
塞
は
高
ま
卓
近
華
軒
国
な
ぜ
広
S
財
城

か
ら
の
海
象
療
養
に
関
す
る
周
会
が
急
卑
し
利
用
者
も
漸
増
し
て
S
る
現
状
で
浪
点
病
院
の
利
用
鹿
は
増
女
帝

く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
｡

長
､
畿
　
長
､

代
.
義
.
士
　
仝
　
長

官
､
局
ノ
長
､
､
憂
　
長
､


